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目的
　良いテニスサービスは、どのような動作なのか。経験
者、未経験者二人のサービス動作を分析し、被験者同
士の比較、検討をした。 また、テニス教本1）等で理想と
されるサービスの項目との比較をした 。

テニスにおけるサービス動作分析

分析方法
　サービス動作を、幅3m、奥行き3m、高さ3mの三次元
空間で行わせ、その動作をカメラで2方向から撮影を行
い、その映像を元に、3次元分析を行った。
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〈被験者データ〉

3D画像

図2　　真上から見たラケットヘッドの軌跡とインパクト時の身体重心
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内旋・外旋と回内・回外

　連続写真から被験者同士の違いが見られる。
また、内旋と回内の動きの組み合わせで構成
されていることが見られる。
　池田哲3)によれば、「背中でラケットヘッ
ドが下を向いてからインパクトまでの、回転
半径（肘からラケットヘッドまでの距離）を
大きくすれば、スイングスピードが増す。回
転半径を大きくするには、肘を上に向けラケッ
トヘッドを下に向ける」とある。内旋は腕の
回転運動なので、この回転半径が大きくなれ
ば、内旋はより大きく弧を描くと考えられる。
連続写真から被験者Aのほうが池田哲の言う、
回転半径を大きくする条件を、満たしている
と考えられる。　

まとめ
　①サービスは内旋と回内の動きの組み合わせで構成されている。また、被験者Aの
　　ほうが池田哲の言う、回転半径を大きくする条件を、満たしていると考えられる
　②被験者Aは被験者Bより、高い位置でボールをとらえている
　③被験者A・B共に重心よりネットよりでインパクトしているが、被験者Bは上体が
　　前傾しているように見られるので、力をうまくボールに伝えることができないと
　　考えられる

　インパクト位置とインパクト時の重心位置は、池
田哲3)によれば、「重心よりネット寄りでボールをと
らえ、体重をボールをぶつける。しかし、前すぎて
も上体が前傾したり、腰が折れてしまって、パワー
をうまくボールに伝えることができない」とある。
図2と3D画像を見ると被験者A・B共に重心よりネッ
トよりでインパクトしているのが見られる。しかし、
文献にあるように、被験者Bは上体が前傾している
ように見られるので 、力をうまくボールに伝えるこ

とができないと考えられる。

図1　　ラケットヘッドの高さ
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　インパクト時の高さは、宮下1)や
池田郁2)によれば、「打点は、腕と
ラケットを伸ばして打てる、最も
高い位置が理想」とある。被験者A
は被験者Bより、高い位置でボール
をとらえている。高さは約50cmの
違いがあるのが図1から見られる。
身長は被験者データから被験者Aの
方が低い。これを考慮しても被験
者Aの方が、より理想に近い打点で
あると考えられる。

分析

　肩を中心にして内向きに回
転することを内旋といい、外
向きに回転することを外旋と
いう。

　肘関節の運動で、手のひら
を上から下に返すことを回内
といい、下から上に返すこと
を回外という。

図の視点


